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環境 マ ネ ジメ ン トシ ス テ ム と組 織 学 習

株式会社島津製作所の事例から一 一.

在 問 敬 子

夏 研究の背景 と本論文の 目的

企 業 で は,1970年 代 半 ば の 公害 対 策 強化 に 関 す る 認識 の広 ま りと と もに,公

害 対 策 関連 部 門 を設 置 し遵 法 対 策 を進 め て きた 。最 近 で は,自 発 的 対 策 を 講 じ

環 境 リス ク回避 に取 り組 む 企 業 も増 加 して い る 。

在 間[zoosは,近 年,企 業 が 自発 的 に 地 球 環 境 対 策 に取 り組 む 背 景 に は,

1990年 代 初 期 の 国 際 標 準 化 機 構(lnternationalOrganizationforStandard・

ization,以 下ISOと 略 す)の 環 境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 国 際 規 格 制 定 の 動

きへ の 対 応 が あ った こ とを,明 らか に した 。

環 境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム は,経 営 の ツー ル で あ る 「Plan-Do・Check-

A〔tion」 を環 境 側 面 に適 用 し,企 業 組 織 に環 境 問 題 へ の 対 応 の手 続 きを形 成 さ

せ,環 境 パ フ ォー マ ンス を改 善 させ よ う とす る もので あ る。 環 境 マ ネ ジ メ ン ト

シ ス テ ムは汚 染 排 出基 準 とい っ た設 定 で は な く,環 境 配 慮 の手 続 きに 関す る フ

レー ム ワー クで あ り,組 織 は 自 らの環 境 対 策 の能 力 に応 じて フ レキ シ ブ ルに対

応 で き る。 この 点 か ら,Epstein&Roe[1997]は,組 織 がISO14001認 証 の

取 得 お よ び実 施 に よ って,い か に環 境 配慮 に 関 す る価 値 あ る学 習 メ カニ ズ ム を

形 成 し組織 の 能 力 を高 め るか を検 討 す る こ とが必 要 で あ る と論 じて い る。

本 論 文 の 目的 は,日 本 企 業 の事 例 研 究 か ら,環 境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム と組

織 学 習 の 関 わ りにつ い て 整 理 す る こ とで あ る。

以 下,第U節 で は調 査 対 象 で あ る株 式 会社 島 津 製 作所(以 下,島 津 製 作 所 と
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略 す)の 概 要 を 述 べ る。 築 山節 で は,環 境 管 理 組 織 を 中心 に取 り組 ん で きた

ISO14001の 実施 内容 を紹 介 し,そ れ ぞ れ につ い て 経 営 組 織 と して の意 義 を示

す 。 第W節 で は,現 在 抱 え て い る事 業 活 動 へ の 環 境 配 慮 の 促 進 に関 す る課 題 に

つ い て取 り上 げ る 。 そ れ を 組織 の 目標 間 不 整.合問 題 と して示 し,そ の調 整 につ

い て 事例 を 踏 ま え て,組 織 に お け る意 義 を論 じる。 第V節 は 総 括 で あ る。

H島 津製作所の概要 と調査について

島 津 製 作所 は,1875年 に 初代 島 津 源 蔵 が 京 都 木 屋 町 二 条 で 教 育 用 理 化 学 器 械

の 製 造 を開 始 して 以:来,約126年 の伝 統 を もつ 企 業 で あ る。 島 津 製 作 所 は,創

業 以 来 「科学 技 術 で社 会 に 貢 献 す る」 を社 是 と して計 測 機 器,分 析 機 器 を 中心

に,技 術 開発 ・製 造 販 売 を 行 って きた 。 現 在 の矢 嶋 英 敏 社 長 は,第9代 目社 長

で あ る。 現 在 の資 本 金 は約168億 円で あ り.従 業 員 数 は,2000年3月 末 で3464

名 で あ る 。

島 津 製 作所 の 組 織 は 事 業 部 制 で あ り,事 業 分 野 と して は,分 析 機 器,環 境 計

測,試 験 計 測,医 用機 器,航 空 機 器,産 業 機 器,表.面 ・半 導 体,フ ル イデ ィ ク

ス機 器,民 生 品 が あ る 。

島 津 製 作 所 で は1SO14001の 尊 人 に よ り環 境 管 理 組 織 が 再 編 成 され た。 ま

た,1SO14001の フ レー ム ワー ク に従 って,環 境 に関 す る全 社 的統 合 組 織 が設

置 さ れ た 。在 間[2003]で は そ の組 織 変 革 につ い て ま とめ て い る。

島 津製 作 所 の 現 在 の 組 織 図 を第1図 に,環 境 に 関す る統 合 組 織 の 図 を 第2図

に示 す 。

島 津 製 作 所 へ の 聞 き取 り調査 は4回 実 施 した。 それ ぞれ の概 要 は以 ドの とお

1,で あ る。 第1回 目の 訪 問 は,2000年10月25日 に行 い.総 務 ・環 境 部 の小 野 瀬

荘 樹 氏 に,環 境 活 動 の 歴 史 と環 境 関 連 組 織 の 変 遷 につ い て イ ン タ ビ ュー を行 っ

た 後,環 境 ・安 全 推 進 室 の 大 瀬 潤 三 氏 に,近 年 の環 境 関連 活 動 の動 向 につ い て

お 聞 き した 。 第2回 目は,2000年11月15日 で,環 境 ・安 全 推 進 室 の天 野 輝 芳 氏

と面 談 し,環 境 設 備投 資 に 関 す る方 針 な ど を伺 う と と もに,三 条.1:場 内 の環 境
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ト ッ プマ ネ ン ジ メ ン ト

管理 部 門

社 長 室,経 営 戦略 室

総 務 ・環境 部

人事 部,人 材 開発 室

経 理 部,法 務 ・知 的財 産部

CS統 括 部

(421:}63

取締役会一 会長/社 長
販 売 ・営業 部 門

国 際本 部,官 庁 大学 本 部

営業 推 進部

支社 〔.衆寡 ・関西)

支店 〔京都 など国 内9拠 点)

郡
部
郡

部
部
郡

部
郡

部

部
譲
叢
隷
雑
品

業

器
測
測

器
器
械
導

ク

事

機
計
計
機
機
機
半
群

析
境
験

用
空
巣
面

財

分
環
試

医
航
産
表

フ
民

研 究 ・開発 部 門

基 礁技 術研 究所,ソ フ トウJ..アー開 発セ ン ダー

技 術推 進 部,製 造推 進部,モ ノ作 りセ ン タ・.

調達 本 部,生 産技 術研 究 所,デ バ イス製 造セ ン ター

機 械技 術 セ ン ター,シ ステ ム事業 セ ンタ・.

出所=島 津製作所 パンフレッ ト:会 社のあ らま し1(2000年6月 発行)を もとに作 成 し九,

第2図 統.合的環境 組織の構成
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内部監査委員会

環境管理 責任者 総務 ・環境部長

環 境 委 員 会

事務 局 担 当:環 境 ・安全推 進室.

環境委 員会全体 と環境 影響 評価委
員会の運営

環 境影響 評価委.員会
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出 所=2001年4月10日 現 在 。 聞 き取 り よ り作 成.
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管 理 に 関連 す る設 備 を 見学 した 。 第3回 目 の訪 問 は,2000年11月17日 に行 い,

環 境 ・安 全推 進 室 の 川 口 重 一 氏 と面 談 し,製 品 の ラ イ フサ イ ク ル ア セ ス メ ン ト

(LCA)に つ い て お話 を伺 う と と もに,実 際 の環 境 影 響 評 価 を見 せ て い た だ い

た 。 第3回 目で は,川 口氏,大 瀬 氏 に 同 行 し,LCAを 行 った 製 品 で あ る全 有

機 炭 素 計TOC-Vの 組 み 立 て 現 場 を 見 学 したD第4回 目 の 訪 問 は,2001年4

月10日 に行 い,大 瀬 氏,天 野 氏,川 口氏 に,こ れ まで の 内 容 で あ い ま い な 点 に

つ い て改 め て質 問 し,回 答 を得 た 。

IIIISO14001の 実 施 段 階 と経 営 組 織 に お け る意 義

島津 製作 所 の環 境 活動 は,第3図 に示 す よ う に,ISO14001の 実 施 に よ1,,

法 的規 制 の遵 守 か ら,全 員 参 加 型 活 動,環 境 リス ク の未 然 防 止,さ ら には 事 業

活 動 へ の環 境 配 慮 とい う段 階 に進 んで い る 。 こ の よ うな 過程 は,環 境 マ ネ ジ メ

ン トシ ス テ ム に よ る学 習 プ ロ セ スで あ る 。 この 節 で は,そ れ らの 学 習 の 内 容 に

関 して,経 営 組 織 に お け る意 義 を整 理 す る 。

III-1法 的規制 遵守=プ ログラム化された意思決定の再確認

島津 製 作 所 が 行 っ て きた環 境 マ ネ ジ メ ン トの 第1段 階 は,法 的 規 制 の遵 守 の

徹 底 で あ る。 天 野 氏 は。 こ の 点 につ い て 次 の よ う な事 例 を 挙 げ て 説 明 した 。

「認証 取 得 の 際 に ま ず 必 要 な こ とは,既 存 の 法 的 規 制 に基 づ く対 策 で あ る。 こ

れ に つ い て は 当 然 な が ら以 前 よ り実 施 して い るが,認 証 取 得 に あ た って 再 度確

認 作 業 す る必 要 が あ る。 そ の 際 に,こ れ まで 潜 んで い た 問題 を発 見 す る場 合 が

あ る。 例 え ば 島 津 製 作 所 で は,航 空 機 部 門 の工 場 と.市民 の居 住 地 域 の境 界 付 近

で 騒 音 調 査 を実 施 した と ころ,朝 夕 や 夜 中 に条 例 の 基準 を超 えて い る 日が あ る

こ とが わ か った,、直 ち に,コ ン プ レ ッサ ー を新 型 の 清 音 タ.イブ に取 り替 え る,

防 音 の ため にパ イ プ を石 膏 ボ ー ドで ラギ ン グ し,バ イ ブの 向 きを工 場 側 に変 更

す る とい った対 策 を取 った。」

法 的 規 制 の遵 守 につ い て は,公 害対'策時代 か ら環 境 管 理 組 織 が行 って い た 行
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第3図 島 津 製 作 所 にお1ナ る環 境 活 動 の 進 化

組織の課題
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動 で あ り,例 えば 排 水 にお け る重 金 属 濃 度 の検 査 な ど,日 常 的 な行 動 と して プ

ロ グ ラム化 さ れ て きた。 第 ユ段 階 の意 義 は,そ の 意思 決定 に お け る プ ロ グ ラ ム

を再 確 認 し,不 十 分 で あ る場 合 に は,対 策 が 強 化 され た こ とに あ る 。

III-2全 員参加型節 約活動:環 境配慮のモチベーション

第2段 階 は,組 織 の構 成 員 す べ て が 実 行 可 能 な,日 常 業 務 に お け る節 水 や 節

電 とい った節 約 行 動 で あ る。 こ の活 動 の成 果 は 『島津 環 境 報 告 書1999年 度実 績

集』 に示 され て い る。 それ に よ る と,認 証 取 得 前 の1995年 度 と比 較 して,1999

年 度 には,電 力,廃 棄 物,水,そ れ ぞれ,6%,3賜,36彫 の節 約 効 果 が あ っ

た 。

節 約 活 動 は,個 々 の 構 成 員 に と って は,そ れ ぞ れ の 業 務 につ い て い わ ゆ る

「ム ダ」 を省 く こ とで あ る 。 これ は,個 々 の構 成 員 の職 務 に環 境 を付 加 し プ ロ

グ ラ ム化 す る こ とで は な い。 第2段 階 の活 動 の意 義 は,個 々 の構 成.員の環 境 意

識 を高 め,職 務 に お け る環 境 配 慮 の モ チ ベ ー シ ョ ンを与 え る こ とで あ った。

II卜3環 境 リス クの未然防止;例 外処理のプログラム化

第3段 階 は,環 境IJ.ス クの 未 然 防止 で あ る。ISO14001の 環 境 マ ネ ジ メ ン ト
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シ ステ ムに は,事 故 ・緊 急 時 シ ス テ ム も含 まれ て お り,様 々 な リス クを.想定 し

文 書 を 作 成 し訓 練 を行 う。 天 野 氏 は 「緊急 時 対 策 につ い て は認 証 取 得 初期 に は

形 式程 度 しか 行 えな か った が,最 近 は 緊急 時 の訓 練 に加 え て,予 防措 置 も講 じ

て い る。」 と話 す 。

島津 製 作 所 で は,自 社 の分 析 機 器 を用 い て リ ス ク管理 を徹 底 して い る。 そ の

1つ の 事 例 は島 津 製 作 所 の三 条 工 場 内 の め っ き工場 に 設 置 さ れ て い る 「水 質 連

続 モ ニ ター 」 で あ る。 め っ き工 場 で プ リ ン ト配 線板 を 洗 った 排 水 中 に は,シ ア

ン化 合 物 や 銅 や ニ ッケ ル な ど の重 金 属 が含 ま れ て い る。 廃 水 処 理 を施 し,処 理

前 と処 理 後 の排 水 中 の銅 とニ ッケ ル の 含 有 量(濃 度)を,自 社 製 品 で あ る原 子

吸 光 分 光 光 度 計 で測 定 す る 。 水 質 連 続 モ ニ ター 室 に は この 測 定 を2時 間 お き に

自動 で 行 う装 置 が設 置 さ れ て い る。

この 装 置 で は設 定 さ れ た 基 準 を 超 え る と,パ ソ コ ンの 画 面 が 赤 くな り,ア

ラー ム が 鳴 る仕 組 み に な って い る、,また,異 常 時 に は 自動 的 に排 水 が 止 ま る。

島 津 製 作 所 が 設 定 して い る基 準 は,処 理 後 で は 銅 が2.4mg!リ ッ トル以 下,

ニ ッケ ルが1.6mg/リ ッ トル以 下 で あ る 。 京都 市 下 水 道 条 例 の排 出基 準 は,銅

が3mg/リ ッ ト,レ,ニ ッケ ル が2.mg/リ ッ トルで あ る 。 島 津 製 作 所 の 処 理 後 の

基 準 は そ の8割 くらい の 値 で あ り,条 例 よ り厳 しい もの に設 定 さ れ て い る。 そ

れ は,「 法律 を守 る とい う以 上 に,リ ス ク削 減,汚 染 予 防 と して の 対 策 の た め

で あ る。 自社 経 験 か ら,異 常 時 の対 策 の遅 れ は 多大 な コ.ストを 要 す る。 条例 よ

り厳 しい 基 準 を設 定 す る こ とに よ り,汚 染 予 防 と と も に,異 常 時 の処 理 コ ス ト

の削 減 に もな ってい る。」 と天 野 氏 は語 る、,

さ らに,そ の処 理 され た排 水 は.1.:場内 に あ る総.合排 水 処理 場 に集 め られ る。

総 合 排 水 処 理 場 は工 場 内 の排 水 を集 め て,沈 殿 物 を除 き上 澄 み を公 共.卜.水道 に

流 す と ころで あ る。 この よ うに,島 津 製作 所 で は,汚 染 源 とな る排 水 を最 終 処

理 場 で な く,よ り上 流で しか も条例 よ り厳 しい 基準 で 管 理 を行 って い る。 さ ら

に,最 終 処 理 場 に も1日 分 た め られ る ピ ッ トが あ り,異 常 時 に外 部 に流 れ 出 な

い仕 組 み に な って い る。
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これ まで,環 境 リス クの 発 生 問題 は,経 営 組織 に と って稀 に しか 起 こ らな い

例 外 事 項 で あ り,プ ロ グ ラ ム化 さ れ て い な い 意 思 決 定 問題 と して捉 え られ て き

た。 実 際,事 故 が 発 生 して か ら,逐 次 的 対 策 が 講 じられ て きた 。 最 近 の 環 境 リ

.ス ク発 生 の 事 例 と して は,2000年3月 の,荏 原 製 作 所 の 藤 沢 工 場 に お け る ダイ

オ キ シ ン汚 染 問 題 が あ る。 大 瀬 氏 が 話 す よ う に 「環 境 リス クは,起 こ って しま

う と処 理 費 用 も多 大 で あ り,企 業 の イ メー ジ ダ ウ ンに もな る。」

環 境 リス クの 未 然 防 止 は 経 営 組 織 に と って,こ れ まで 例 外 処 理 で あ りプ ロ グ

ラ ム化 され て い な か った 事 項 に つ い て も,プ ロ グ ラ ム化 され た 意 思 決 定 と して

確 立 す る こ とを意 味 して い る。 企 業 が 積 極 的 に取 り組 む 理 由 と して は,天 野 氏

の発 言 に もあ る よ う に,事 後 的 処 理 コ ス トよ り も未 然 防 止 コ ス トの方 が 小 さ い

こ とを,企 業 自身 が 学 習 して きた か らで あ る。

III-4事 業活動にお ける環境配慮

島津 製 作 所 で は次 の第4段 階 の環 境 活 動 と して,事 業活 動 に お け る環 境 配 慮

が検 討 され て い る。 こ こで は,具 体 的 な事 例 とそ の特 徴 を ま とめ,次 節 で経 営

組織 にお け る意義 を整 理 す る。

III-4-1コ ス ト削 減 の 設備 投 資 の発 見

ISO14001の 実 施 の 過程 で,環 境 設 備 投 資 に対 す る考 え方 も変 化 して い る。

天 野氏 は,「 環 境 設 備 投 資 に は3つ の段 階 が あ る。 第1は,法 律 の遵 守 の た め

の 設備 投 資 で あ り.第2は 汚 染 予 防,リ ス ク削 減 の た め の設 備 投 資 で あ り,第

3は,効 率 を.ヒげ,収 益 につ なが る設 備投 資 で あ る。 これ か ら の環 境 対 策 は第

3の もの を積 極 的 に進 め る こ とが 大切 で あ る。」 と語 る 。

コ ス ト削 減 につ な が った環 境 設 備 投 資 の代 表 的 事 例 と して,島 津 製 作 所 で は.

カ ド ミウ ム含 有 廃 液 の無 害 化 処 理 装 置 が あ る。 これ は,医 用 機 器 事 業 部 のCT

の検 出器 に使 用 さ れ る シ ンチ レー タの製 造 に お い て,タ ング ス テ ンカ ド ミウム

を 純 水 で 洗 浄 しなが ら研 磨 す る工 程 が あ り,そ の 際 の排 水 を処 理 し,pH計 で

管 理 を 行 う装 置 で あ る。 この装 置 導 入 以前 は,業 者 に処 理 を委 託 して い た 。 そ
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の 費 用 は 年 間,約1000万 円 だ った 。 この 設 備 投 資 が 約 ユ000万 円 だ った の で,お

よそ1年 で 投 資 費 用 が 回 収 され た 。 島津 製 作 所 の この事 例 の よ う に,コ ス ト削

減 につ な が る環 境 設 備 投 資 の事 例 は,Gege[1997]に も紹 介 さ れ て い る。

III-4-2環 境 管 理 組 織 に お け る事 業 展 開

島 津 製 作 所 で は,事 業 部 に は な い ビ ジ ネス を環 境 管 理 組 織 が 展 開 してい る こ

とに も特 徴 が あ る。 具 体 例 と して は,第 皿 一3節 で 紹 介 した水 質連 続 モ ニ ター

が あ るが,こ れ は,グ レー ドア ップさ れ て水 質 連 続 モ ニ ター シ ス テ ム と して,

200ユ年2月 よ り販 売 され て い る。

これ まで の水 質 連続 モ ニ ター は,測 定 デ ー タを コ ン ピ ュー タで 管 理 す る とい

う もの で あ った 。 こ'のシ.ステ ムで は,装 置 か ら採 取 され た デ ー タが 「測 定 実 測

報 告 機 」 に取 り込 まれ,メ ー ル形 式 で,社 内 のLANに リア ル タ イム で.発信 さ

れ る。 そ れ を受信 先 の パ ソ コ ンで グ ラ フ化 して モ ニ タ リ ン グす る とい う もの で

あ る。 す な わ ち,ITを 利 用 す る こ と に よ っ て,複 数 の測 定 デー タを サ ー バ ー

に送 信 し,1箇 所 で モ ニ タ リ ングす る シ ステ ム を構 築 す る こ とが で き る よ うに

な った 。 こ の シ ス テ ム の 開発 に よ って,新 た な ビ ジ ネス テ ヤ ン スが 生 まれ た 。

これ まで は,顧 客 は,連 続 水 質 モ ニ ター の 測 定 装 置 と制御 装 置 を購 入 し な けれ

ば 連 続 測 定 で きな か っ た。 この 新 た な シス テ ム の 開 発 に よ っ て,測 定 装 置 を

リー ス し,デ ー タを 島津 製作 所 の 分析 セ ン ター に送 信 す る こ と に よ っ て,管 理

して も らえ る よ うに な った 。 この こ と は,こ れ まで 高 価 なた め に水 質 の連 続 モ

ニ タ リ ン グを あ き らめ ざ るを え なか った 中小 の 企 業 に も廃 水 管 理 を促 進 で きる

もの で あ る。

III-4-3製 品 の 環境 配慮

島 津 製作 所 で は,次 の段 階 の 活 動 と して製 砧 の環 境 配 慮 を検 討,実 施 して い

る。 環 境 管 理 組 織 は,最 初 の 取 り組 み と して製 品 の ライ フ サ イ ク ルア 七 ス メ ン

ト(以 下,LCAと 略 す)を 実 施 した 。 最 初 の対 象 は,こ れ ま で 売 れ 筋 の 商 品,

全 有 機 体 炭 素計 丁()C-5000Aと か ス ク ロマ トグ ラフGC-17Aで あ り,そ の 目

的 は,製 品 の 環 境 負 荷 につ い て の現 状 把 握 で あ っ た 。LCAの イ ンベ ン トリー
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に よ る環 境 負 荷 の 評 価 で は,環 境 負 荷 物 質 と して は,エ ネ ル ギ ー消 費 に よ る 二

酸化 炭 素が,ラ イ フサ イ ク ルの段 階 で は,使 用 時 に,最 も負 荷 の大 きい こ とが

明 らか に な った 。 環 境 管 理 組 織 で は,イ ンベ ン トリー評 価 を,全 有 機 体 炭素 計

の新 製 品 丁OC-Vに つ い て も実 施 し,従 来 型 のTOC-50⑪OAと の比 較 を行 っ

た。 新 機 種 のTOC-Vで は,測 定 に 要 す る時 間 を 減 らす こ とで,使 用 時 の電

力消 費が 減 少 して い る。

III-5第4段 階の環境 活動 の経営組織 におけ る意義

こ こで は,第 皿 一4節 で 紹 介 した 第4段 階 に お け る3つ の環 境 活動 そ れ ぞ れ

につ い て,そ の経 営 組 織 に お け る意 義 を論 じる。.

III-5-1環 境 管 理 組 織 の役 割:収 益 に プ ラス に な る部 門へ の転 換

環 境 管 理 組 織 は,公 害 対 策時 代 よ り遵 法措 置 に携 っ て きた。 大 瀬 氏 が 「法 的

対 策 の設 備 投 資 が 必 要 で あ るが,そ れ らの 投 資 に対 して 収 益 は な い 。」 と語 る

よ う に,環 境 管理 組 織 は,こ れ まで 収益 に と って マ イナ スの部 門で あ った 。 第

皿一4-1節 の事 例 は,環 境 管 理 組 織 が 収 益 に プ ラ ス に な る 環 境 管 理 設 備 を 自

ら発 見 して い る例 で あ った 、 これ は,収 益 面 で の環 境 管 理 組 織 の位 置付 け が 変

化 しつ つ あ る こ とを意 味 して い る。 さ ら に,第 皿一4-2節 の.事例 に 見 られ る

よ うに,環 境 管 理 組 織 は 自 らそ の ノ ウハ ウを用 い て これ まで の事 業 に な い 製 品

開発 を行 って きて い る。 これ らの 意義 は,環 境 管 理 組 織 が企 業 本来 の事 業 に 志

寄 与 で き る プ ラ スの収 益 を もた ら し う る部 門 へ の転 換 を 図 る こ とに あ る。

皿 一5-2環 境 管 理 組織 の 職 能 の 変化 に 関す る学 習 と 自律 性

これ まで は環境 管 理 組織 は環境 に 関わ る職 能 を担 当 す る 組織 と考 え られ て い

た 。 最 近 で は環境 管 理 組織 は,ISO14001の 展 開 に伴 って,本 来 の職 能 を超 え

る活 動 を 行 って い る。 第 皿 一4-2節 の事 例 は,環 境 管 理 組 織 の ノ ウハ ウや ア

イデ アそ の もの が環 境 ビ ジ ネ スに な り うる こ とを,組 織 が学 習 して い る こ とを

示 す 。 大 瀬 氏 は水 質 連 続 モ ニ ター シス テ ムの 開 発 に つ い て,「 事 業 部 で は,そ

れ ぞ れ の 製 品 を単 体 で販 売 して きた。 環 境 マ ネ ジメ ン トシ ステ ムの 尊 人 に よ っ
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て,環 境 管 理 部 門か ら も製 品 開発 を進 め る こ とが で きた 。 そ れ は,こ の 例 の よ

う に,シ ス テ ム と して提 供 して い る と ころ に特 徴 が あ る。特 に この シ ス テ ム は

ITと 結 びつ く こ と に よ り,計 測 機 器 リー ス と転 送 デ ー タ分 析 と して,ビ ジ ネ

スの 範 囲 を拡 大 す る こ とに な った。」 と語 って い る。

環 境 管 理 組 織 が この よ うな事 業 展 開 を実 行 で きる背 景 に は,組 織 の 自律 性 が

あ る。 トップ マ ネ ジ メ ン トが,環 境 管 理 組 織 に対 し,従 来 の意 味 の環 境 管理 だ

けの 職 能 しか 認 め てい な けれ ば,こ の よ うな事 業 展 開 は生 まれ なか った 。

また,個 々 の構 成 員 の 自律 性 も重 要で あ る。 この水 質連 続 モ ニ ター シス テ ム

は,ユ ー ザ ー か らの 提 案 を受 け,川 口氏 が 模 索 して シス テ ム と して完 成 させ た

もの で あ る。 川 口 氏 は これ 以 外 に も,自 ら の ノ ウハ ウを活 か し,廃 棄 物 計量 管

理 シス テ ム,お よ び,島 津 製 環 境 影 響 評 価 ソフ トを開 発 して きた。

島津 製 環境 影響 評価 ソ フ トを 開 発 した 経 緯 を,川 口氏 は次 の よ うに語 っ て い

る 。 「以 前 は,環 境 影 響 評 価 の 月 で あ る.11月 に な る と,事 業 部 で環 境 負 荷 の 洗

い 出 しを行 い,そ れ に基 づ き環 境 ・安 全 推 進 室 で エ ク セ ル を用 い て 計 算 して い

た 。環 境 影 響 に 関 す る デ ー タ もす べ て 資 料・か ら引 き出 さね ば な らず,12月 に よ

うや くす べ て の言{'算が お わ り,ユ 月 に 評価 して2月 に ま とめ る こ とが で きた 。

この よ うに,非 常 に時 間 が か か って い た 。 ま た ,デ ー タに 関 す る資 料 を毎 回 探

す の は非 効 率 で あ る 。 さ らに,慣 れ た 人 と初 心 者 な ど,実 行 す る人 に よ り結 果

が 異 な る可 能 性 も大 きい 。 この よ うな こ とか ら,自 動 化 す るた め に開 発 を行 っ

た。 現 在 で は この ソ フ トは低 価 格 で わ販 さ れ て お り,こ れ か らISO14001認

証 取 得 に取 り組 む 会社 に好 評 で あ る 。 この ソ フ トに よ り,以 前 の プ ロセ.スが 短

縮 され,現 在 で は1ヶ 月 間 で評 価 を 終 え る こ とが で きる 。」

環 境 管 理 組 織 の 職 能 を超 え た活 動 に対 して,こ の よ うな個 々 の 構 成 員 の 自律

的 活 動 が 果 た す 役 割 は重 要 で あ る。

111-5-3事 業 目標 や 競 争 戦 略 へ の 「環 境 」 の尊 人 とそ の課 題

第 田 一4-3節 の 事 例 は,環 境 配 慮 を事 業 目標 や 事 業 戦 略 と して 導 入 す る こ

とを 意 味 して い る。 環境 管 理 組 織 で は,事 業 活 動 に お け る競 争 戦 略 と して,コ
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ス ト削 減 を もた らす 環 境 設 備 投 資 に よ る コ ス ト ・り一 ダー シ ップ戦 略,製 品 の

環 境 配慮 とい う差 別 化 戦 略 の可 能 性 が あ る と考 え て い る 。

しか し,こ れ が実 際 に 製 品 開発 お よ び製 造 を行 って い る事 業 部 に共 有 さ れ る

こ とは難 しい。 現 状 で は,環 境 管 理 組 織 が 率 先 して製 品 の環 境 配 慮 につ い て,

事 業 部 へ の啓 発 を 行 って い る段 階 で あ る、,この 点 につ い て 第 皿一4-3節 で 紹

介 した事 例 で 説 明す る。

LCAの 事 例 の,TOC-5000AとTOC-Vに つ い て,技 術 開発 担 当 者 に イ ン

タ ビ ュー を行 った 。 「旧 型 のTOC-5000Aで は,サ ンプ ルに塩 酸 を滴 下 し,窒

素 ガス を通 して脱 気 す る とこ ろ まで を,測 定 者 が行 わ な けれ ば な らな か った。

新 型 のTぐ)C-Vで は,シ リ ンジ の バ ル ブの 改 良 に よ り,塩 酸 の 試 薬 ビ ンお よ

び ガス ボ ンベ を本 体 とあわ せ て セ ッ トして お くだ け で,測 定 時 に 自動 的 に塩 酸

が 滴 下 され,脱 気 で きる よ うに な って い る 。簡 単 に測 定 で きる分 析 機 器 の 開発

は 重 要 な課 題 で あ り,以 前 か ら取 ゆ組 ん で い た。」 と測 定 時 間 短縮 の 背 景 に つ

い て担 当 者 は説 明 した、,つま り,現 状 で は,製 品 開発 担 当者 自身 が環 境 配慮 を

目的 と して い な い。 この例 で は,言1'測 の 簡 素化 とい う別 の 目的で 取 り組 ん で い

た 技 術 に よ り,結 果 と して使 用 時 の 二酸 化 炭 素 の負 荷 が 減 少 す る こ とに な った 。

このLCAの 評 価 に つ い て,環 境 管理 組織 で は2000年12月 の エ コプ ロ ダ ク ツ

展 に参 加 し,そ の パ ン フ レ ッ トを作 成 した 。 しか し製 品販 売 に お い て この パ ン

フ レ ッ トは使 わ れ て い な い 。 環 境 管 理 組織 は,1-CAの 結 果:を,む しろ事 業 部

へ の環 境 配 慮 の 理解 を促 進す る材 料 と して捉 え て い る。 す な わ ち,測 定 が容 易

に で き る 「ユ ー ザ ー フ レ ン ドリー」 とい う本 来 の事 業部 の 目標 と,測 定 時 間 短

縮 に よ る省 エ ネ とい う環境 配慮 の 目標 は 一致 し う る こ とを,事 業 部 に 理解 して

も ら う こ と に取 り組 ん で い る。

次 第 で は,事 業 部 へ の 環境 配慮 の促 進 に 関す る課題 とそ の 対策 につ い て 取 り

.ヒげ る。
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Iv目 標間不整合 とその調整における組織学習

この節では,事 業活動への環境配慮が事業部に浸透 しに くい背景を,組 織の

目標問不整合問題 として整理 し,そ の調整方法 としての組織学習の事例 と意義

を整理する。

IV-1目 標間不整合問題 の所在

第 田 一5-3節 の,事 業 目標 や競 争 戦 略 へ の環 境 の尊 人 は,環 境 管 理 組 織 が

環境 マ ネ ジ メ ン トの 次 の 段 階 と して 進 めた いR標 で あ る。 す なわ ち,環 境 管 理

組織 と して は,各 事 業 部 が,事 業 目標 と して環 境 を組 み 込 み,環 境 配 慮 を競 争

戦 略 と して 積極 的 に利 用 す る こ と を.望ん で い る。

しか し,各 事 業部 に と って は,そ れ ぞ れ の 市 場 要 求 な どに基 づ く事 業 目標 が

あ る。 この 点 につ い て,川 口氏 は,「 事 業 部 の優 先 課題 は,コ ス ト削 減,品 質

向 上,性 能 ア ップで あ る。 また,ユ ー ザ ー か らの 商 品 の ク レー ム対 策 や,PL

法 対 策 に取 り組 んで い る 。事 業部 と して は,な か な か 製 品 の 環 境 配 慮 面 まで 取

り組 む余 裕 が な い とい うのが 現 状 で あ る。」 と語 る。

ま た,そ の 背 景 に は製 品 特 性 も関 わ っ て い る 、 「島津 製 作 所 で は6000-7000

の機 種 の製 品 を生 産 して お り,そ れ ぞ れ の 月 雇 量 は 家 電 製 品 と比 較 す る と オー

ダ ーが 全 く違 う。LCAを 実 施 した 売 れ 筋 の'roc-5000Aや(*(=一17Aの 月 産

量 は最 大100台 程 度 で あ り,他 の機 種 の ほ とん ど は これ 以 下 で あ る。 少量 多 品

種 で あ りしか もそ れ ぞ れ につ い て 固有 の重 要課 題 が あ り,技 術 者 は そ れ ら に取

り組 ま な げれ ば な ら ない 。 こ の よ うな状 況 で あ る の で,技 術 者 に は 製 品 の 環境

配 慮 まで は なか なか 取 り組 め ない とい う意 識 もあ る 。」

事 業 部 と して は,自 らの 既 存 の 目標 を基 礎 に した競 争 戦略 に基 づ い て事 業 活

動 を行 っ て い る 。 大 瀬 氏 が,「 各 事 業部 で は,環 境 対 策 は コ.ス トが か か る の で

なか なか 取 り組 み に くい との声 が あ る。」 と語 る よ う に,既 存 の事 業R標 と環

境 配 慮 とい う 目標 は,必 ず し も一 致 させ う る も ので は な く,.ト レー ド ・オ フで
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あ る場 合 も少 な くは な い 。事 業 部 で は,環 境 配 慮 の 実行 に よ って,既 存 の コス

ト削 減 な どの 目標 が 達 成 され な い こ とを危 惧 して い る場 合 が あ る 。 そ れ は そ れ

ぞ れ の事 業 部が 直面 して い る市 場 の情 況 に依 存 して い る 。 この 点 を 大 瀬 氏 は 次

の よ うに説 明 す る。 「分 析 機 器 は 現 在 の 島津 製作 所 の稼 ぎ頭 で あ る。 儲 か って

い る事 業 部 で余 裕 が あ る こ とか ら,環 境 に 対 す る取 り組 み も進 ん で い る。 医 用

機 器 は,現 在 欧 米 の 企 業GEや フ ィ リ ップ スが ゴ ス ト戦 略 で 席 捲 して お り,

島 津,東 芝,日 立 とい った 国 内 の メー カー は壊 滅状 態 で あ る。 島 津 で も全 社 の

売 上 に 対 す る シ ェア の 大 きい事 業 部 で あ るだ け に,非 常 に厳 しい 状 況 に さ ら さ

れ て い る。 この よ うな 状 況 下 で ば,コ ス ト削 減 が 必 至 で あ り,環 境 配 慮 の 取 り

組 み に まて は とて も日 を向 けて い られ ない とい う状 況 にあ る。 環 境 計 測 につ い

て は,環 境 に 関 わ る 製 品 を作 って い る事 業 部 で はあ るが,思 っ て い る ほ ど は

や って い ない の が 現 状 で あ る。」

IV-2不 整合の調整

第W-1節 で 述 べ た 事 情 は,組 織 内 部 に,環 境 配 慮 とい う 目標 と事 業 に関 わ

るR標 との 間 に,目 標 間 の不 整 合 が 存 在 す る こ とを意 味 して い る。 この調 整 に

つ い て,島 津 製 作 所 の環 境 管 理 組 織 で は,こ れ まで 次 の2つ の こ とに取 り組 ん

で きた 。

IV-2一1環 境 に 関 わ る費用 負担 の肩 代 り

1つ は,各 事 業 部 の環 境 活 動 に関 わ る 費用 の一 部 を環 境 管 理 組 織 が 負 担 す る

こ とで あ る。 この例 と して,大 瀬 氏 は 「社 外 で 開催 さ れ るLCAセ ミナ ー へ の

参 加 な どへ の 費用 を 各事 業 部 で は な く,環 境 安 全 推 進 室 で支 払 い,各 事 業 部 の

社 員 に参加 して も ら う こ とが あ る。」 と紹 介 して い る。

IV-2-2事 業 目標 と環境 配慮 の 目標 の 調和

も う1つ は,事 業 部 自身 の 本来 の 目標 と,環 境 配 慮 が 調和 す る こ と を,事 業

部 自身 に学 習 して も ら う こ とで あ る。

第IH-5-3節 で は,測 定 の 容 易 さ とい う事 業 部 の 製 品 開発 の 目標 と,省 工
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ネ とい う環 境 配 慮 が 一 致 す る こ とを,環 境 管 理 組 織 か ら事 業 部 に啓 発 して い る

事 例 を紹 介 した。

環 境 管 理 組 織 で は,こ れ まで 自 らが 学 習 して きた コ ス ト削 減 に な る環 境 設 備

投 資 や 製 品 の環 境 配 慮 につ い て の事 例 を事 業 部 に も学 習 して も ら う こ とを進 め

て い る。 「製 品 の 環 境 配 慮 へ の取 り組 み が コ ス ト削 減 につ なが る とい う こ とを

技 術 者 自身 に 理解 して も ら う こ とが 必 要 で あ る 。実 際 に,コ ス トダ ウ ン設 計 と

して取 り組 まれ て い る,ね じの設 計 な どに よ り組 み立 て工 数 の短 縮 は,資 材 や

エ ネ ル ギー と言 う点 で 環 境 配 慮 に もな る。 これ を積 極 的 に 製 品 の環 境 配慮 と し

て ア ピー ルす る こ とを提 案 して い る。」 と.大瀬 氏 は語 る。

この こ とは,事 業 部 自身が,事 業 活 動 に お け る環 境 配慮 が事 業 目標 や 戦 略 で

あ る コ.ス ト削 減 と調 和 す る こ とを 学 習 す る こ と を意 味 して い る。 す な わ ち 目標

自体 を も学 習 す る こ とが 期待 さ れ て お り,そ の 意 味 で は,ダ ブ ル ・ル ー プ学 習

を促 す もので あ る。 第4図 は,こ の 点 につ い て の概 念 図 で あ る。

環 境 管 理 組 織 は コ ミュニ テ ィの 環 境 配 慮 要 求 に対 し,各 事 業 部.はそ れ が 関 わ

る市 場 要 求 に対 し,そ れ ぞ れ 適 応 して い る。 一 般 に は環 境 配 慮 要 求 と市 場 要 求

が 一致 しな い た め,そ れ ぞ れ の サ ブ組 織 の行 動 目標 は異 な る。 環 境 管 理 組 織 で

は,視 点 の 変更 に よ って,実 は両 者 の 目標 の内 容 が 一 致 す る ケ ー ス を学 習 して

きて い る。 環境 管理 組織 は,事 業 部 が 本 来 の 目標 の意 味 で は な く,視 点 を変 え

た 目標 と して の 環境 配慮 に基 づ い て行 動 す る こ とを望 んで い る。 そ の た め に,

自 らの 学 習 した 内 容 を事 業 部 に啓 発 して い る。 この活 動 は,環 境 委 員 会や 環 境

専 門部 会 とい っ た 環 境 に 関 す る統 合 組 織 で 行 わ れ る。 こ の点 か ら,IS(.)14001

導 入 に よ り形 成 され た,統 合 的 環 境 組 織 は,環 境 管 理組 織 の もつ 情 報 を事 業 部

へ も共 有 お よ び伝 達 す る重 要 な役 割 を担 っ て い る こ とが 示 さ れ る 。 この 点 に つ

い て次 節 で も論 じる。

IV-3不 整合 の調整 に関する組織 学習 と統合的環境組織

第W-2節 の 活 動 の成 果 に よ って,島 津:製作 所 の 事 業 部 で は コ ス ト削 減 の た
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第4図 環 境 配 慮 の[標 の 学 習 と統 合 的 環 境 組 織 の役 割

環境管理組織 事業部などの組織

目 標 … 目標
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統合的項境組織

め の製 品 設 計 が 環境 配 慮 と して ア ピー ル で き る こ とを 理解 し,し か も環 境 配 慮

は重 要で あ る こ とを 認 識 しは じめ て い る。 しか し,そ れ で もな お,事 業 部 の 取

り組 み は進 行 しに くい 。 そ れ は,環 境 配 慮 製 品 で あ る こ とを 宣 伝 す るに は,そ

れ を評.価 す る必 要 が あ るが,そ の 手 続 きが 非 常 に 煩 雑 で あ る た め で あ る。

LCAの よ うな 製 品 の 環 境 配 慮 に 関す る評 価 を行 う こ と に よ っ て製 品 開発 が 遅

れ る な らば,他 社 との 競 争 にお い て 致 命 的 な 結 果 を 引 き起 こ しか ね な い 。 この

点 を事 業 部 で は危 惧 してい る。 この よ うな 状 況 を 克 服 す る組 織 学 習 の 事 例 を 取

り上 げ る。

IV-3-1製 品 の 環 境 配 慮 の 指 針 づ く りと実 施 の 問 題

島 津 製 作 所 で は,製 品 の環 境 配 慮 につ い て,「 環 境 負 荷 低 減 設 計 指 針 」 を 作

成 した.こ れ は,製 品 環 境 部 会 で 取 り組 む こ とが 決 め られ た もの で あ る。 省 エ

ネ ・.省資 源,環 境 へ の 排 出 物,製 品 の リサ イ ク ル率,分 解 性 な どの9項 目 につ

い て ワー キ ング グル ー プを 作 って,各 項 日に つ い て 具 体 的 な 負 荷 の 計 算 法 お よ

び指 針 を検.訂した 。

「指 針 の 計 算 法 は,例 え ば 組 み 立 て の 接 続 に関 して,鉄 と プ ラ スチ ・ソク をつ

な ぐ部 分 で,接 着 剤 は 何 点,ネ ジ止 め ば 何 点,ま た,プ ラ スチ ック同 士 をつ な

ぐな ら,ネ ジ止 め 部 に 金 属 の イ ンサ ー トが 必 要 で,そ れ を 使 って い れ ば 何 点 と
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い う よ うな 点数 が細 か く決 め られ て お り,そ れ ぞ れ の 点数 評 価 を行 う もの で あ

る。 そ れ らの 点 数 評価 を9項 目全 部 につ い て行 い,各.事 業 部 の代 表 的 な 製 品 を

対 象 に総 合 的 に評価 す る とい う こ とが 指 針 で あ った 。

個 々の 指 針 につ い て は事 業 部 の現 状 も踏 ま え て 具体 的 に決 定 され た 。 と こ ろ

が,全 部 や ろ うとい う こ と に な る と,非 常 に 手 間 が か か り,事 業 部 で は 「とて

もで きない 」 と言 わ れ た 。 この よ うな 大 変 な計 算 に対 して 手 間 をか けて や って

い た ので は,開 発 時 間 が 延 び て しま う。 ま た,こ の よ うな 手 間 を か けて 製 品 の

環 境 コ ス トを計 算 して も,販 売 台数 が 具体 的 に どれ だ け伸 び るの か 見 え ない 。

ユ ー ザ ー の 目 も,ま だ 環 境 配 慮 に ま で は注 意 して い な い 。 この よ う な状 況 にあ

り,事 業 部 で は,環 境 につ い て,実 質 的 にあ と まわ し とい う こ と に な った の で.

あ る。」 と川 口氏 は語 る 。

IV-3-2個.人 の 学 習

こ の よ うな状 況 へ の対 策 と して,島 津 製作 所 で は9項 目の う ちの1つ を取 り

.ヒげ て 進 め る こ とに な った 。 「2000年 度 は 省 エ ネ につ い て 評 価 した 。 しか し,

1項 目だ け を取 り.ヒげ る こ とにつ い て は これ で よい の か とい う悩 み が あ った 。」

と川 口氏 は振 り返 る。

ll旧 氏 が 事 業 部 へ の 環 境 配 慮 設 計 の 促 進 に つ い 悩 ん で い た 時,ソ ニ ー の

ウ ォー クマ ンの設 計 者 で あ るY氏 の 設計 に関 す る セ ミナ ー に参 加 した。 そ の際

に,Y氏 は 自 ら の体 験 を 踏 ま え て,次 の よ うな ア ドバ イ スを した 。 「我 々 の 開

発 で も,複 数 の設 計 目標 が あ る こ とは しば しば で あ る。 しか し,そ れ を一 度 に

す る の は非 常 に難 しい 。 今 回 の 開発 は この 点 で い こ う とい う1点 を決 め て,そ

れ につ い て重 点 的 に進 め て い る 。 そ れ が す ん だ ら,そ の上 に次,と い う よ う に

設計 して い く。 島津 の場 合 で も,そ の指 針 全 体 は まず 「精 神 論 で よ い」 と して

.事 業 部 に受 け止 め て も ら う とよ い 。 つ ま り9項 目 につ い て決 め られ た指 針 を ポ

リ シー と して頭 に叩 き込 ん で も ら う。 そ の 上 で 「今 回 は,こ の 製 品 につ い て こ

れ で い きま し ょ う」 とい う1項 目に つ い て 取 り組 んで もら うと よ い。」

川 口氏 は,こ の ア ドバ イス に よ って,.1項 目ず つ 実 施 す る こ と に 自信 を得 た。
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1V-3-3組 織 の 学 習 と経 営 組 織 にお け る意 義

川 口氏 は,白 ら の学 習 した 内 容 につ い て,統 合 的環 境 組 織 で あ る環 境 製 品部

会 で 報告 し,「9項 目の 指 針 全体 を 理 解 した上 で1項 目ず つ 実 施 す る こ と」 と

い う コ ンセ ンサ ス を得 る こ とが で きた。 これ が,事 業 部 で の環 境 配 慮 製 品 の 開

発 に対 す る,ユ つ の解 決 策 とな った 。 こ の事 例 で は,川 口氏 個 人 の学 習 を組 織

の学 習へ とつ な げ る こ とが で き,そ れ に よ って,20⑪1年 度 に は省 エ ネに 引 き続

き2項 目 目を 追加 す る こ とが 可 能 に な った。

この事 例 につ い て,経 営 組織 に お け る 意義 は次 の2つ で あ る。

1つ は,製 品 の 環境 配慮 を進 め る にあ た って,環 境 管 理 組織 の担 当 者 に要 求

さ れ る知 識 が 拡 大 した こ とで あ る。 この 例 で は製 品 設 計 の 進 め 方 の ノ ウハ ウで

あ った 。 これ まで 環 境 管 理 組織 に要 求 され て きた こ と は,環 境 対 策 へ の 遵 法 措

置 や リス ク管 理 で あ り,そ れ に必 要 な の は,「 環 境 」 そ の もの に 関 わ る知 識 で

あ った 。 しか し,ISO14001の 実 施 にお い て,よ り高 度 な環 境 活 動 を進 めて い

く上 で,環 境 管理 組 織 の 担 当 者 が 学 習 し獲 得 す る必 要 が あ る知 識 は,環 境 以 外

の もので あ る。.

も う1つ は,第W-2-2節 で も述 べ た が,統 合 的 環 境 組 織 の 役 割 の 変 化 で

あ る。 個 人 の 学 習 を組 織 の学 習 へ とつ な げ る こ とが で きた背 景 に は,環 境 に 関

す る統 合 的 組織 の 存在 が あ っ た。Steger[1997]は,環 境 マ ネ ジ メ ン トの統 合

組 織 は,2次 的 な組 織 で あ りと位 置 付 け て い るが,こ の事 例 は,環 境 配慮 を事

業 活 動 に実 施 す る段 階 に至 っ て,統 合 的組 織 の役 割 が 重 要性 を 増 して い る こ と

を示 す もので あ る。統 合 的環 境 組 織 で の 委 員 会 活動 に よ って,事 業 部 は,例 え

ば環 境 配 慮 に関 わ る製 品 デ ザ イ ンの 課題 や ノ ウハ ウを 互 い に 共 有 し,自 らの 問

題 解 決 に 適 用 す る こ と も可 能 に な る,,環 境 に 関す る組 織 変 革 と組 織 学 習 は,

ISO14001規 格 の 要 求 に応 え るた め に,企 業 が 環 境保 全 に 関 す る手 続 き を改 善

して い く過 程 で 進 行 して い るの で あ る。
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本 研 究 で は,島 津 製 作 所 の環 境 関連 活動 や 組 織 につ い て 調 査 し,以 下 の こ と

を論 じた。

1つ は,環 境 マ ネ ジ メ ン トシス テ ムの 導 入 に よ る組 織 の 学 習 プ ロ セ ス と その

経 営 組 織 に お け る意 義 で あ る。 島 津 製 作 所 で は15014001の 実 施 過 程 に おい

て,法 的規 制 の遵 守 か ら始 め て,全 員 参 加 型 の 節 約 活 動 を実 施 し,現 在 で は環

境 リス クの未 然 防止,さ らに は事 業 活 動 へ の 環 境 配 慮 とい う段 階 に進 んで い る。

環 境 リス ク の未 然 防止 は,こ れ まで例 外事 項 で あ りそ の防IFに つ い て プ ロ グ ラ

ム され て い なか った環 境 リ ス クの.発生 に対 して も,プ ロ グ ラ ム化 され た意 思 決

定 と して確 立 す る こ とで あ る。事 業 活 動 に お け る環 境 配 慮 は,事 業 目標 や 競 争

戦 略 に お い て も環 境 配慮 を導 入 す る こ と を意 味 して い る。

2つ は,事 業 活 動 へ の 環境 配慮 を進 め る こ と に お け る,目 標 問不 整 合 の調 整

問題 で あ る 。 島津 製作 所 の事 例 で は,環 境 管 理 組 織 は,事 業 活 動 に お け る競 争

戦 略 と して,コ ス ト削 減 を もた らす 環 境 設 備 投 資 に よ る コ ス ト ・リー ダー シ ッ

プ戦 略 製 品 の 環境 配慮 とい う差 別 化 戦 略 の可 能 性 が あ る と考 え て い る 。 しか

し,事 業部 には そ れ ぞ れ 既 存 の 目標 が あ り,環 境 配 慮 に よ りそ れ らの 一部 が 阻

害 され る可 能 性 が あ る。 この よ う な状 況 に対 す る対 策 と して,環 境 管 理組 織 で

は,自 らが 学 習 し獲 得 した 知 識,例 え ば コ ス ト削 減 に な る環 境 設備 投 資 や,

LCAめ 結 果 な ど,を 事 業 部 に 共 有 して も ら う こ と に取 り組 ん で い る,,こ れ は,

事 業 部 の 目標 に環 境 配 慮 が 導 入で き る とい うこ とを 示す 活動 で あ り,事 業 部 に

目標 自体 を学 習 す る ダ ブ ル ・ル ー プ学 習 を促 す 意 味 が あ る 。

しか し,環 境 配 慮 と コ ス ト削 減 とい う2つ の 目標 の調 和 を 理解 して もな お,

問題 が 残 っ てい た。 それ は,環 境 負 荷 評 価 の手 続 きの煩 雑 さ に あ った 。 この 点

につ い て,島 津 製 作 所 の 組 織 学 習 の具 体 例 を取 り.hげ た 。 そ の事 例 か ら,環 境

に 関す る統 合 的 組 織 が,情 報 共 有 や 学 習 の伝 達 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た して

い る こ とを論 じた。
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今 後 の 研 究 課 題 と して,企 業 組 織 の 環 境 配 慮 を促 進 す る こ とにお け る 目標 間

不 整 合 に対 す る調 整 問 題 につ い て,こ れ まで の 組 織 研 究 を踏 ま えて 解 釈 し,理

論 や シ ミ、・レー シ ョ ン分 析,他 の 事 例 分 析 を 行 い 検 討 す る こ とが あ る。
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